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関
通
（
本
社
・
兵
庫
県
尼
崎
市
、

達
城
久
裕
代
表
取
締
役
）
は

1
0日
、

埼
玉
県
所
沢
市
に
新
た
な
物
流
拠
点

「
関
通
所
沢
物
流
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
た
。
同
日
竣
工
し
た
日
本
G
L

p
（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、
帖
佐

義
之
社
長
）
の
「
G
L
P

所
沢
」
を

1

棟
利
用
し
た
も
の
で
、
延
床
面
積

約
2

万
7
9
0
2
r
r
l
m
で
4

階
建
て
の

B
T
S

型
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
新

セ
ン
タ
ー
で
は
ま
ず
飲
料
メ
ー
カ
ー

の
飲
料
水
を
中
心
に
取
り
扱
い
、
今

後
は
対
応
す
る
荷
物
の
種
類
を
順
次

拡
大
す
る
。

今
回
の
新
セ
ン
タ
ー
開
設
は
、
関

東
で
の
本
格
的
な
事
業
拡
大
を
見
据

え
た
も
の
で
、
関
東
エ
リ
ア
の
重
要

拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
既

存
拠
点
の
集
約
化
に
よ
り
、
効
率
的

な
輸
配
送
網
の
構
築
を
推
進
。
物
流

ル
ー
ト
の
最
適
化
や
パ
レ
ッ
ト
一
貫

F
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関通

関通の達城社長
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日本 GLP の帖佐社長

埼
玉
・
所
沢
に
新
た
な
物
流
セ
ン
タ
ー
開
設

関
東
の
重
要
拠
点
と
し
て
事
業
拡
大
へ

輸
送
体
制
の
確
立
を
通
じ
て
、
輸
送

効
率
の
向
上
や

C
O
2
排
出
量
の
削

減
を
目
指
す
。

竣
工
式
に
出
席
し
た
関
通
の
達
城

社
長
は
「
当
社
は
現
在
、
物
流
拠
点

が
計
1
0万
坪
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
3

割
で
日
本
G
L
P

の
施
設
を
賃

借
し
て
い
る
。
私
た
ち
の
成
長
は
同

社
と
付
き
合
い
始
め
て
か
ら
急
加
速

し
た
と
考
え
て
い
る
。
新
セ
ン
タ
ー

で
は
ま
ず
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
天
然

水
を
中
心
と
し
た
飲
料
を
供
給
し
て

い
く
。
新
セ
ン
タ
ー
開
設
を
通
じ
て
、

頑
張
る
べ
き
部
分
が
明
確
に
な
っ

た
。
物
流
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
が
、
地
域
に
役
立
て
る
よ
う
な
物

流
を
作
り
上
げ
る
べ
く
努
力
し
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
で
参
加

し
た
日
本
G
L
P

の
帖
佐
社
長
は

「
当
社
と
関
通
様
の
付
き
合
い
は
コ

ロ
ナ
禍
の
最
中
で
あ
り
、
短
期
間
で

関
係
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

関
通
様
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
こ
と
で
我
々
も
事
業
機
会
を
獲
得

し
て
い
く
と
い
う

W
i

n
,
W
i

n

の
関
係
だ
。
同
社
の
関
東
進
出
を
手

伝
え
た
こ
と
は
光
栄
で
あ
り
、
今
後

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
、
所
沢
市
の
松
本
明
信

市
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

. 

「
関
通
所
沢
物
流
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
た
「
G
L
P

所
沢
」
は
都
心

か
ら
3
0
k
m
圏
内
に
位
置
し
、
関
越
自

動
車
道
の
至
近
に
立
地
。
「
所
沢
ー

C

」
か
ら
約
2
.
3
k
mと
外
環
自
動

車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、1
時

間
以
内
の
配
送
可
能
人
口
は
約
9
0

0

万
人
で
、
1

都
3

県
を
は
じ
め
と

し
た
首
都
圏
へ
の
配
送
を
含
む
広
域

配
送
拠
点
と
し
て
優
れ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
外
環
自
動
車
道
の

延
伸
に
よ
り
関
越
自
動
車
道
か
ら
東

名
高
速
道
路
へ
の
接
続
が
最
大
4
8
分

短
縮
さ
れ
、
首
都
圏
全
域
へ
の
よ
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
広
域
配
送
が
可
能

に
な
る
。
ま
た
、
同
施
設
か
ら
約
3

k
mの
距
離
に
あ
る
圏
央
道
「
三
芳
ス

マ
ー
ト
I
C

」
は
3

月
か
ら
上
下
線

と
も
に
乗
り
降
り
が
可
能
と
な
り
、

利
用
可
能
車
種
も
全
車
種
へ
拡
大
し

た
こ
と
か
ら
、
東
京
と
新
潟
の
両
方

面
か
ら
も
高
い
交
通
利
便
性
を
持
つ
。

関
通
の
主
要
既
存
施
設
が
近
隣
に

あ
る
こ
と
か
ら
物
量
に
応
じ
て
セ
ン

タ
ー
間
の
人
員
調
整
が
可
能
で
、
複

数
拠
点
が
連
携
し
た
効
率
的
な
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
。
加
え
て
、

東
武
東
上
線
「
み
ず
ほ
台
駅
」
、
J

R

武
蔵
野
線
「
東
所
沢
駅
」
か
ら
バ

ス
で
の
通
勤
が
可
能
で
、
埼
玉
県
南

部
か
ら
東
京
都
北
西
部
に
ま
た
が
り

多
く
の
労
働
人
口
を
抱
え
る
地
域
か

ら
の
雇
用
確
保
が
期
待
で
き
る
。

設
備
面
で
は
、
片
面
バ
ー
ス
構
造

で
、
施
設
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ャ

ワ
ー
室
を
整
備
し
、
庫
内
天
井
に
は

大
型
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
を
設
置
す

る
な
ど
快
適
な
就
労
環
境
を
構
築
。

こ
の
ほ
か
、
環
境
面
で
は
敷
地
内
に

緑
地
化
駐
車
場
を
完
備
し
て
お
り
、

B
C
P

対
策
で
は
貯
留
槽
を
設
け
る

こ
と
で
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
水
害
に

備
え
て
い
る
。
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